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基準価額 10,947円

純資産総額 1,302,657,958円

※決算日が休業日の場合は翌営業日と

    なります。

※信託報酬率2.365％（税込）の他に運用成果

   に応じた実績報酬がかかります。

決算日
毎年1月,4月,7月,10月の

各25日 （年4回）

信託報酬率
2.365%

（税抜　年2.15%）

運用実績等

ファンド概要 基準価額と純資産総額の推移　（設定来：日次）

設定日 （円） （百万円）

信託期間 原則 無期限

2016/06/30

期間収益率

当ファンド 参考指数

過去1ヶ月 +1.57% +1.30%
※基準価額は、信託報酬（年率概算（税込）2.365％）控除後の値です。

※再投資基準価額の推移は、税引前分配金を全額再投資したものとして算出しているため、実際の受益者

　 利回りとは異なります。

※参考指数は、ファンド設定日前日のTOPIX（東証株価指数 配当込み）を10,000とした指数を使用しています。

過去6ヶ月 +22.43% +17.00%

過去1年 +20.66% +4.87%

過去3年 +19.79% +4.19%

過去3ヶ月 +7.51% +5.17%

設定来合計 2,175円

設定来 +35.08% +44.07%

日本株ロングショート戦略マザーファンド 98.96%

第15期 (2020年04月27日) 75円 合計 100.00%

ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指

数で、わが国の株式市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する知的財産権その他一切

の権利は東京証券取引所に帰属します。東京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸ

の算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停止を行う権利を有しています。

※税引前分配金を全額再投資したものとして

    計算しています。

※参考指数は、TOPIX（東証株価指数 配当

    込み）を指します。

分配実績（1万口当たり、税引前） 資産構成

第16期 (2020年07月27日) 300円

第14期 (2020年01月27日) 75円 コール･ローンなど 1.04%

※分配金実績は、過去の実績であり、将来の

   分配をお約束するものではありません。

※分配金は、交付目論見書記載の分配方針

   に基づき委託会社が決定しますが、委託会

   社の判断により分配を行わない場合もあり

   ます。

※分配金実績は、直近3期分を記載していま

   す。

ハイ･ウォーターマーク

次回計算期間

の終了日まで
10,302円

※決算日前営業日の公表基準価額が翌期の

   ハイ・ウォーターマークに更新されます。

※決算日に収益分配金が発生した場合には、決算日前営業日の公表基準価額から収益分配金を控除した価額

   が、翌期のハイ・ウォーターマークとなります。

※信託報酬のほか、実績報酬を設けており、超過収益が発生した場合には収益の22.0％（税抜20％）が各決算

    日および償還時に支払われます。なお、実績報酬は超過収益に応じて発生するため、実質的な数値を表示す

    ることはできません。

※計算期間中にファンドの解約をした場合には、解約価額（基準価額公表から信託財産留保額を控除した額）が

    既に実績報酬を含んで算出されておりますので、追加で実績報酬が発生することはありません。
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エクスポージャー 保有銘柄数

L/S エクスポージャー

グロス･エクスポージャー

ネット･エクスポージャー 時価総額別

*流動性

1 - day

3 - day

5 - day

銘柄コード 市場 銘柄名 業種等 純資産比 業種等 純資産比

東証１ ダイキン工業 機械 株価指数先物

東証１ ダイビル 不動産 小売

東証Ｍ コマースＯｎｅホールディングス 情報通信 情報通信

東証１ セレス 情報通信 小売

東証１ キーエンス 電気機器 小売

2 8806 1.64%

株価指数先物等 0.00% -16.97%

銘柄別組入れ上位5銘柄

ロング・ポジション ショート・ポジション

1 6367 1.89% -16.72%

当ファンドは、主として日本株ロングショート戦略マザーファンド（以下、「マザーファンド」といいます。）の受益証券を通じて、わが国の金融商品取引所上場
株式（上場予定を含みます。）に投資を行い、株式ロング・ショート戦略での絶対的リターンにより、中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行います。
以下は、マザーファンドの運用状況になります。

当月末のポジション状況

ﾛﾝｸﾞ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ ｼｮｰﾄ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ ﾛﾝｸﾞ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ ｼｮｰﾄ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

96.25% -28.61% 231 銘柄 208 銘柄 23 銘柄

124.86%
※保有銘柄数は、組入れの株式と上場投資証券の数を表示しています。

67.65% ﾛﾝｸﾞ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

ﾛﾝｸﾞ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

Mega (≧5,000億円) 34.66% -3.33%

ｼｮｰﾄ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ Large (2000~5000億円) 20.91% -3.75%

98.77% 100.00% Mid (500~2000億円)

※25日平均出来高の20％を売買する前提としています。

-1.31%

99.28%

日本株ロングショート戦略マザーファンドの状況

ｼｮｰﾄ･ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

100.00% Small (200~500億円) 16.37% -1.85%

99.77% 100.00% Micro (≦200億円) 2.63% 0.00%

21.69% -2.72%

3 4496 1.59% -0.96%

4 3696 1.56% -0.91%

5 6861 1.50% -0.79%

※上記内容は、マザーファンドの組入銘柄の紹介を目的として作成しましたが、記載銘柄の推奨を行うものではありません。

※上記内容は、作成基準日における情報を元に作成していますが、その正確性や完全性を保証するものではありません。

※当ファンドでは銘柄入替を行うことがあるため、現在の銘柄と異なる場合があります。

※業種については、東証33分類をもとに分類しております。
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マンスリーコメント

市況概況

※上記記載の株価指数は配当込み指数ではありません。

運用概況

日本株については、日経平均株価+0.2%、TOPIX+0.5%、中小型株につい

ては、東証マザーズ指数+9.4%、日経JASDAQ平均+2.4%と、中小型中心

の強含みの展開となりました。

4月は新薬開発・欧米での経済活動再開への「期待」により、5月は欧米での経

済活動再開・日本での緊急事態宣言の全面解除という「事実」の改善により、

世界的に株価は上昇しました。6月は、前半は株価が上昇しましたが、中旬か

ら、中国、米国での感染者数再拡大による一部店舗の再閉鎖という「事実」の悪

化と、感染第二波を通じた「期待」の悪化、FED（連邦準備制度）のバランス

シート拡大一服により、世界的に株価は一進一退を繰り返す展開となりました。7

月も、株価が、中旬まではワクチン開発報道に左右され「期待」、後半からは企業

業績「事実」で現実に引き戻されるという、一喜一憂の展開が続きました。

　今月の当ファンドのパフォーマンスは、前月末比+1.57%の上昇率となりました。

　

　まず、月中の日本株の動きについては、月初では日経平均株価で22,500円から24,000円という広いレンジでの展開を予想し

ていたのに対し、9月実績は、安値22,878円、高値23,622円、終値23,185円と、概ね想定内の展開となりました。

当月の日本株のセクター別パフォーマンスは、騰落率上位が、海運、精密機器、サービスで、鉱業、石油石炭、空運がワーストパ

フォーマーとなりました。全体的には、先月とは逆に、グロース株優位、バリュー株劣位の展開となり、特に大型バリュー株の劣位が

目立ちました。

　その中で、当ファンドでは、バリュー株優位を予想していたので、その点での予想は外れました。しかし、ポートフォリオ的には、まず

ロングサイドにおいては、バリュー株の巻き戻しに注意を払いつつ、「コロナウイルス後の新世界」を見据えたグロース銘柄の精選継

続保有を行う形での、バーベル戦略（およそ対照的な値動きをする株を組み合わせる投資手法）を採っていたことから、良好なリ

ターンを出すことができました。また、ショートサイドにおいても、コロナウイルス問題による巣ごもり需要の急増で株価が上昇した小売

りや食品などの関連株について、株価が天井圏にあると考えて、積極的に組み入れを行いました。その結果、TOPIXや日経平均

株価を大きく上回るプラスリターンを出すことができました。

8月は、米国や中国の景気指標好転、決算発表が事前想定をおよそ下回らなかったこと、ジャクソンホール会議でのFRB（連

邦準備制度理事会）の物価上昇率2%認容方針発表により、世界的リスクオンに決定的な拍車がかかりました。9月は、米

中景気指標の改善による景気回復「期待」で株価が上昇しましたが、コロナウイルス新規感染者数増加と米大統領選でのバ

イデン優勢で上値が重い展開になりました。日本株についても、前半はバリュー株堅調の流れがありましたが、全般的には中小

型のグロース株優位の展開が続きました。

-2.6%

+9.4%

+2.4%

+0.2%

+0.5%

+1.6%

東証二部

マザーズ

日経JASDAQ

日経平均

TOPIX

当ファンド

月間騰落率
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　今月の株価は、大統領選を目前にして、株価は神経質な展開となる可能性に配慮する必要があります。ただし、重要なこと

は、以下の要因を考慮すると、コロナウイルス問題が深刻化しない限り、大統領選後から年末にかけては、株価が上昇する可

能性が高いと考えられることです。

① 各国が、コロナウイルス問題について、経済を止めずに共存する選択肢を選んでいること

② コロナウイルスによる重症者数・死亡者数の落ち着きで、人々の生活や経済活動全体がコロナウイルス前に戻る可能性が

高くなっていること

③ FRB（連邦準備制度理事会）の物価上昇率2%認容で、低い実質金利が続き、資産価格上昇の下地ができたこと

④ 各国の低金利政策で、「マネー量の拡大」と「債券忌避の流れ」が続き、マネーのコモディティ、株などへのフローが強まること

　特に上記③は重要で、FRBが依拠してきた「フィリップス曲線（経済学者のフィリップスが提唱した、物価上昇率と失業率の

関係を示すグラフ）」に基づく政策の放棄と、失業率ゼロの追求の様相が強まり、世界的に経済のバブル化の可能性が一段と

高まっています。加えて、日本株については、世界的リスクオンにおけるハイベータ性発揮の可能性、日本株のアンダーウェイト傾

向、米国長期金利上昇による円安の可能性という独自要因があり、大きな株価上昇の可能性も出てきています。特に上記

①～④を考慮すると、12月までの間に、バリュー株の復活を伴った形での株価上昇が期待できると考えられます。場合によって

は、これまでに見たこともないスーパーバリュー相場の可能性さえあると考えています。その通過地点の10月は、一時的な株価

乱高下のリスクに耐える必要があるとみています。なお、米国大統領選挙後に、注意すべきは、米中の「対立」を超えた「衝突」

であり、この顕現化によるテールリスク（株価急落）にだけは注意が必要と考えています。

　以上のシナリオを考慮して、10月の日本株については、ドル円100円~110円前提で、日経平均株価で22,000円から

24,000円（9月末終値23,185円の概ね±1,000円）のレンジでの、ボラティリティの高い展開を予想します。具体的には、ま

ずロングサイドにおいては、強烈なバリュー株相場への備えを行う一方で、「コロナウイルス後の新世界」に中長期的に妥当しう

る銘柄の保有、発掘にも注力します。またショートサイドは、引き続き、コロナウイルス問題に過大評価がなされたセクターや銘柄

を対象として、銘柄数と一銘柄当たりの残高を増やしていく所存です。併せて、今後数か月を見据え、大統領選挙前の10月

はやや保守的ポジションを取り、大統領選後はやや強めにアクセルを踏むなどの、立体的運用を行って参ります。

マンスリーコメント

今後の運用方針

【　重要なお知らせ　】　　モーニングスター社の総合レーティングで5つ星を獲得しました

　当ファンドは、モーニングスター社から、2020年8月末基準で、設定以来初の「5つ星」を獲得し本資料作成基準日時点でも

「5つ星」を維持しております。

　弊社ファンドとして、かつ、ファンドマネジャー大木將充の運用するファンドとして、「MASAMITSU日本株戦略ファンド」に次ぐ2本目

の5つ星獲得です。本ファンド自体の愛称が「いつつぼし」であり、かつ、弊社名称の根幹も「ファイブスター」であることから、運用するファ

ンドについて、「5つ星」を獲得することは、当初からの目標でした。

　ただし、この目標は通過点に過ぎず、これからも、同レーティングの維持のみならず、更なるランキングの向上に向けて、全力を挙げて

いく所存です。
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マンスリーコメント

今月のトピックス 　　　　　　　　　～　米国の大統領はトランプでもバイデンでも、どちらでもいいのではないか。 ～

　9月30日の大統領候補の討論会を見た感想は、レベルが低い罵り合いだなということ。まるで、老人ホームの後期高齢者が、好

き勝手に口喧嘩しているようにしか見えず、私からすると、討論会を見たことによる「中身的収穫」はなかった。

　この討論を見て、「トランプが優勢」だとか「バイデンが勝った」とか、人によって感じ方も様々だった。しかし、どちらを勝者と考えたか

の根拠を様々な評論家が話しているのを聞いた限りでは、トランプがアグレッシブだったから、とか、バイデンが息子のことに触れて人

間味を示したからとか、米国のテレビ局がこう報じたから、とかであり、はっきり言って根拠が脆弱なうえに、みんなが違うポイントを根

拠に挙げており、それは結局、どちらにも決定打がなかったことを示しているという感を強く持った。そうであれば、世界で最大の国の

大統領にならんとする2人が、小学校の学級会でも見ないような低レベルの罵り合いを展開していたという脱力感を、多くの人が最

大公約数的に感じれたのではないかと推測している。

　これを見て、「アメリカという国も終わりだ」という短絡的かつ悲観的な結論を引き出すのは容易だが、私の意見は全く異なる。こ

んな2人のどちらが大統領になっても、国政がうまく運営されることを期待できるのが米国という国の奥行きの深さだからだ。

　コロナショックで金融マーケットが大きく崩れた3月中旬から1か月もしないうちに、米国が5兆ドル規模の経済対策を出したのを見

て、私は、その速度と規模に驚嘆した。それを見て、私はポジションを強気に変えたのだが、それは、この国の足腰の強さを端的に

示しているように思える。この対策は、恐らく、大統領がトランプであろうがなかろうが出てきたものであり、大統領を裏で支える陣容

のクオリティがいかに高いかを示していると考えられよう。FRB（連邦準備制度理事会）が、ジャクソンホール会議の場で、インフレ

率が2%を超えるまでのインフレ率を許容し、そこに達するまではゼロ金利を維持すると表明したタイミングも、市場予想を上回る速

さであり、その決断力と決断の速さにも驚いた。つまり、金融面でも財政面でも、米国の政策立案能力は盤石で、十分に信頼に

足る水準にあるものと私は考えている。

　そうであれば、大統領選挙に対し、金融市場はこれまでの大統領選と同様に慎重なスタンスで眺めてはいるが、結果的には、ど

ちらが当選しようが、米国経済には大差がないように感じられる。

　それを前提にすると、株価は、結局は、「米国のゼロ金利」と「経済活動の戻りの程度」にかかっていると考えるのが妥当ではなか

ろうか。そうであれば、ゼロ金利は株価を下支えするし、経済活動は普通に考えれば次第に戻ると思われることから、株価は数か

月レンジでは上に向かうと考えている。もちろん、11月の大統領選挙を前に、全体のポジション縮小や売りポジション拡大が進んで

いく可能性は十分にあるので、10月の株価の動きは神経質になるかもしれないし、新大統領の誕生直後に株価が急落する局面

があるかもしれない。しかし、それさえ過ぎれば、それまでの慎重スタンスの巻き返しで、トランプ大統領誕生時と同様の株価上昇の

事態が起きる可能性が高いと、私は見ている。

※本資料は、お客様への情報提供のみを目的としており、有価証券の売却もしくは購入を勧めるものではありません。従いまして、本レポートの使用による結果につきまし

てはファイブスター投信投資顧問株式会社が責任を負うことはできませんので、お取引の最終決定はお客様の判断と責任において行われるようお願いいたします。
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※市況動向および資金動向などにより、上記のような運用が行えない場合があります。

ファンドマネージャーの「元金融アナリスト」という強みを生かして、金融・不動産セクターを最重要セクターと位置づけつつも、あらゆる投資

テーマを追いかける中で全セクターを投資対象にします。したがって、バリュー株、グロース株のいずれも投資対象になります。投資テーマ

は、世界的なテールリスクの拡大、商品サイクルの短期化、金融市場の不安定性、技術革新の移り変わり等、様々な角度から貪欲に追及

していきます。そうして得られた投資テーマに基づいて、最適なセクター・投資対象を抽出し機動的な投資を継続的に行います。

中長期投資を主眼としながらも、短期的な投資リターンの極大化という観点も取り入れた運用を心がけます。

中長期投資は、「大局的な企業価値分析に基づく投資戦略の王道」と「短期投資の積み重ね」という二つの側面を有しています。前者の観点

はもちろんのこと、これまで軽視されがちであった後者の観点も加味し、いかなる相場においても貪欲にリターン確保を目指すべく、必要で

あれば短期投資と目されるような機動的な売買も行います。

銘柄の選択や入れ替えを機動的に行います。

日次ベースでの最適ポートフォリオの累積が中長期の最適ポートフォリオ形成に繋がるとの信念の下、銘柄入れ替えは機動的に行います。

例えば、投資収益機会が大きいと目される局面では、大胆にポートフォリオの拡張（投資銘柄数や一銘柄当たりの投資額の引き上げ）を行う

一方、金融市場が不透明性を帯びた場合においては、迅速にポートフォリオの縮小（ディフェンシブ銘柄への入れ替えや総投資額の引き下

げ）を行い、日次ベースで最適なポートフォリオの構築を目指します。

☆☆☆☆☆　リスク面への配慮

「分散投資」の徹底

原則として、ロング・ポジションで100銘柄～200銘柄程度、ショート・ポジションで50銘柄～100銘柄程度を保有します。これにより、銘柄分散

を通じた最も基本的な意味でのリスク低減を図ります。加えて、セクター分散、投資テーマ内での銘柄分散、地域分散など、多様な観点か

らの分散を通じたリスク極小化を目指します。

各種リスクへの対処

●日本株投資においては、他国の株式投資に比して、地震リスクを筆頭とした災害リスクへの備えがより強く求められます。特にロング・

   ポジション銘柄の選定に際し、災害リスクを常に念頭に置いたポートフォリオの構築を目指します。

●ボラティリティ（株価変動率）が高い銘柄（中小型株が典型）への買いに際しては、株価下落の可能性の高い類似銘柄を空売りするなど

   して、予想外の株価の上下動への備えを高めます。

●世界的に、経済政策が金融緩和中心になっている状況を重く見て、金融政策との連動性の観点からバランスの取れた銘柄選択を行い

   ます。

●日本の財政問題を常に意識したポートフォリオの構築（例えば金利上昇リスクへの配慮）を心がけます。

ファンドの特徴

☆☆☆☆☆　ファンドの目的

当ファンドは、絶対収益の獲得を目指します。

　　当ファンドは、主として日本株ロングショート戦略マザーファンドの受益証券を通じて、わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定を含

みます。）に投資を行い、「ロング・ショート戦略」を通じて、中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行います。。

☆☆☆☆☆　ファンドの主な特色

当ファンドは、「ロング･ショート戦略」を通じて、絶対収益の獲得を目指す日本株ファンドです。

当ファンドは、わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定を含みます。）約4,000社から広くロング（買建て）とショート（売建て）の投資対

象を選ぶことでリターンの極大化を目指します。具体的には1,000社を超えるユニバースの中から、ボトムアップリサーチによる個別企業分

析を通じ、ファンドサイズに応じた最適な投資銘柄を選定し投資を行います。株価指数先物取引等も相場環境に応じて効果的と思われる局

面で利用する場合があります。また、特定のベンチマークは設けずに、積極的に絶対収益の獲得を目指します。

より多くの投資テーマを追い求め、あらゆるセクターを投資対象にします。
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投資リスク等

基準価額の変動要因

信託財産に生じた利益及び損失は、すべて投資者に帰属します。

当ファンドは、投資信託証券（マザーファンド）への投資を通じて値動きのある有価証券などを実質的な投資対象としますので、当ファンドの基

準価額は変動します。また、組入れられた有価証券等の価格の下落や、有価証券等の発行体の財務状況や業績悪化等の影響により、基準価
額が下落し、損失を被る場合があります。従って、受益者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被

り、投資元本を割り込むことがあります。また、投資信託は預貯金とは異なります。

主なリスクは以下の通りです。

有価証券の株価変動リスク

当ファンドは、投資信託証券（マザーファンド）への投資を通じて、実質的に投資している有価証券の発行体において、経営不振、その他の理由により債務

不履行が発生した場合、またはそうした事態が予測される場合等には、当該発行体が発行する有価証券の価格は大きく下落し、基準価額が値下がりする

場合があります。

解約による資金流出に伴うリスク

一部解約金の支払資金を手当てするために、当ファンドが投資する投資信託証券（マザーファンド）において、組入れている有価証券等を大量に売却する場

合があります。この場合、市場規模や市場動向によっては、有価証券等を当初期待された価格で売却できない場合があり、当ファンドの基準価額が値下が

りする要因となります。

※（ご注意）以上は、基準価額の主な変動要因であり、変動要因はこれに限られるものではありません。

その他の留意点

● 当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリングオフ制度）の適用はありません。

● 当ファンドは、預金や保険契約ではありません。また、預金保険機構及び保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会社を

    通して購入していない場合には、投資者保護基金の対象とはなりません。

● 分配金は、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、基準価額は下がります。分配金は、計算期間中

    に発生した運用収益を超えて支払われる場合があります。投資者のファンド購入価額によっては、分配金の一部または全部が実質的には元本の

    一部払戻に相当する場合があります。

当ファンドは、実質的に国内の株式等を主要投資対象としますので、当ファンドの基準価額は当該株式等の価格変動の影響を大きく受けます。株式等の価

格は、国内外の政治・経済情勢、発行会社の業績・財務状況の変化、市場における需給・流動性による影響を受けて変動します。従って、株式等の予想外

の価格変動があった場合には、当ファンドに重大な損失が生じる場合があります。当ファンドでは、中小型株式や新興企業株式に投資する場合があります

が、中小型株式や新興企業株式の株式は、大型株に比べ株価が大幅に変動することがあります。

「ロング・ショート戦略」固有のリスク

当ファンドが投資する投資信託証券（マザーファンド）は、株式のロング（買建て）のほかに、株式のショート（売建て）を行いますので、ロングした株式の価格

が下落した場合、またショートした株式の価格が上昇した場合には、当ファンドの基準価額にマイナスの影響を及ぼし、場合によっては基準価額が大幅に下

落する場合があります。また、ショートの特性上、損失が想定以上になることもあります（また、株式をショートするにあっては、借入コストが発生します。

流動性リスク

市場取引量の急激な増大、市場規模の縮小、市場の混乱等の影響により、注文時に想定していた価格と大きく異なる価格で売買が成立する可能性があり

ます。従って、組入れ有価証券等の予想外の流動性があった場合には、当ファンドに重大な損失が生じる場合があります。一般に中小型株式や新興企業

株式の株式は、市場規模や取引量が少ないため、このような状況に陥る可能性が高い場合があります。

信用リスク

分配方針

毎年４回（1月、4月、7月、10月の各25日。ただし、休業日の場合には翌営業日とします。）決算を行い、以下の方針に基づいて収益の分配を行います。

● 分配対象額の範囲は、経費控除後の利子･配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。

● 分配金額は、委託会社が基準価額水準・市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配を行わないこともあります。

● 収益分配に充てず信託財産内に留保した利益について、特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、運用を行います。

※将来の分配金の支払い及びその金額について保証するものではありません。
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公告

電子公告により行ない、委託会社のホームページに掲載します。
ホームページアドレス　http://www.fivestar-am.co.jp
なお、やむを得ない事由により公告を電子公告によって行なうことができない場合には、公告は日本経済新聞に
掲載します。

運用報告書 毎年4月、10月の決算時および償還後に交付運用報告書を作成し、知れている受益者に交付します。

課税関係

課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。
配当控除の適用があります。
益金不算入制度の適用はありません。

決算日 毎年４回（1月、4月、7月、10月の各25日。ただし、休業日の場合には翌営業日）

収益分配 年4回、毎決算時に収益分配方針に基づいて収益の分配を行います。

信託金の限度額 ファンドの信託金の限度額は1,000億円です。

購入・換金・申込受付の
中止及び取消し

金融商品取引所等における取引の停止、決済機能の停止、その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金
（解約）の受付を中止すること、および既に受付けた購入・換金（解約）申込みの受付を取消す場合があります。

信託期間 原則として無期限です。

繰上償還
委託者は、純資産総額が１億円を下回ったときには、受託者と合意の上、信託期間を繰上げて償還させる場合が
あります。また、この信託契約を解約することが受益者のために有利であると認めるとき、またはやむを得ない事情が
生じた場合には、受託者と合意の上、信託期間を繰上げて償還させることができます。

申込締切時間 午後3時までに、販売会社が受付けた分を当日のお申込み分とします。

換金制限 信託財産の資金管理を円滑に行うため、1億口または1億円以上の換金（解約）請求は、正午までにお願いします。

換金単位
1口単位として販売会社が定める単位
※詳しくは販売会社にご確認ください。

換金価額 換金（解約）受付日の基準価額に信託財産留保額を控除した額

換金代金 原則として換金（解約）受付日から起算して5営業日目からお支払いします。

購入単位
1口または1円単位として販売会社が定める単位
※詳しくは販売会社にご確認ください。

購入価額 購入申込日の基準価額とします。

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。

お申込メモ
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ファンドの費用

投資者が直接的に負担する費用

購入時手数料
購入時手数料はかかりません。購入時手数料は、販売会社による商品・投資環境の説明および情報提供、

並びに販売の事務等の対価です。

信託財産留保額
● 一部解約申込日の基準価額から、当該基準価額に0.3％の率を乗じて得た額とします。
● 信託財産留保額は、ご換金(解約)額から控除され、投資信託財産に組入れられます。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

運用管理費用
（ 信託報酬）

ファンドの日々の純資産総額に年2.365％（税抜 年2.15％） の率を乗じて得た額とします。運用管理費用は、毎計算期
間の最初の6ヵ月終了日および毎計算期末または信託終了のときに、信託財産から支払われます。

当ファンドの運用管理費用
（信託報酬）（年率）

年2.15％ 運用管理費用＝日々の純資産総額×信託報酬率

配分

委託会社 年1.60％ 委託した資金の運用の対価

販売会社 年0.50％
購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口

座内でのファンドの管理等の対価

受託会社 年0.05％ 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行の対価

※表中の率は税抜きです。別途、消費税がかかります。

※信託報酬のほかに、実績報酬（ハイ・ウォーターマーク方式）を設けており、超過収益が発生した場合には収益の22.0％

　　（税抜20％）が各計算期間末および償還時に支払われます。なお、当該費用は超過収益に応じて発生するため、実質的な

　　数値を表示することができません。

その他の費用・

手数料

以下の費用・手数料等は、信託財産中から支払われます。

法定書類の作成・印刷・交付に
係る費用

有価証券届出書、有価証券報告書および臨時報告書（これらの訂正に係る書類を
含みます。）、運用報告書の作成、印刷および提出に係る費用

監査費用 監査法人等に支払う信託財産の財務諸表の監査に要する費用

信託財産の計理業務および

これに付随する業務に係る費用

信託の計理業務（設定解約処理、約定処理、基準価額算出、決算処理等）および

これに付随する業務（法定帳票管理、法定報告等）に係る費用

信託事務の処理に関する費用
信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受託会社の立替えた
立替金の利息、信託財産において資金借入をした際の利息

組入有価証券取引に伴う費用 組入有価証券の売買の際に仲介人に支払う売買委託手数料等

公告に係る費用
信託の受益者に対して行なう公告に係る費用ならびに信託約款の変更または

信託契約の解約に係る事項を記載した書面の作成、印刷および交付に係る費用

法律顧問および税務顧問に
対する報酬および費用

法律顧問ならびに税務顧問等に支払う信託財産に関する法律・税務に対する
助言等の費用

※これらの費用等は、運用の状況等により変動するため、料率、上限等を予め表示することはできません。

※上記の手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。
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※加入している金融商品取引業協会を○で表示しています。

※上記の表は、ファイブスター投信投資顧問株式会社が基準日時点で知りうる信頼性が高いと判断した情報等から細心の注意を払い作成したものですが、

    その正確性、完全性を保証するものではありません。

日産証券株式会社
金融商品
取引業者

関東財務局長
（金商）第131号

○ ○

販売会社：　受益権の募集・販売の取扱い、換金（解約）事務、換金代金・収益分配金・償還金の支払い等を行います。

販売会社の名称等

お取り扱い 販売会社一覧 登録番号
日本証券業

協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

委託会社：　信託財産の運用指図等を行います。 委託会社の照会先

ファイブスター投信投資顧問株式会社
金融商品取引業者： 関東財務局長（金商）第2266号
一般社団法人投資信託協会会員　一般社団法人日本投資顧問業協会会員

 ホームページアドレス
http://www.fivestar-am.co.jp/
 お客様デスク
    03-3553-8711
（受付時間：委託会社の営業日の午前９時～午後５時まで）

受託会社：　信託財産の保管・管理業務等を行います。

三井住友信託銀行株式会社
（再信託受託会社：日本トラスティー・サービス信託銀行株式会社）

ファンドの関係法人
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